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特定地域立地電源の調達方法について

２０１９年１月２４日

需給調整市場検討小委員会 事務局

第８回需給調整市場検討小委員会
資料３
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課題 これまでの議論の方向性 小委における論点

5-1 複合約定ロジックの構築

 調達コストの低減を目的として商品
間を複合的に約定するロジックの
考え方

5-2 連系線の容量確保の考え方

 隣接エリアおよび運用容量の大きい
交流連系線を優先して容量確保

 卸市場に与える影響を踏まえた
連系線の容量確保の考え方

5-3
特定地域立地電源の調達
方法

 需給調整市場システム（調達）
外で対応する

 対象とする要件
（ブラックスタート、電圧調整など）

 具体的な調達方法
（方法、時期、期間など）

本日の議論の対象 出所）第5回需給調整市場検討小委員会（2018.7.31）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html


2本日ご議論いただきたい内容

 現在、特定地域立地電源は調整力公募に通じて調達しており、一般送配電事業者は当該電源における一部の機
能の維持に必要な固定費を負担している。

 国の審議会では、需給調整市場の創設にあたり、特定地域立地電源の調達方法を検討するとしていたことから、その
方法について検討したので、ご議論いただきたい。



3（参考）制度検討作業部会における整理

出所）第14制度検討作業部会（2017.11.10）資料３（赤下線追加）
http://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/014_03_00.pdf

http://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/014_03_00.pdf
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6特定地域立地電源とは

 調整電源等の中には、一般的な調整力とは別に、特定の地域に立地していることが系統安定化上重要である特定
の機能を有した電源も存在する。 これらを「特定地域立地電源」という。

 具体的には、以下の4種類のいずれかの機能を持つ電源をいう。

①ブラックスタート機能 ：広範囲の停電が起こった際に、外部から電源供給なしに発電を開始できる機能

②電圧調整機能 ：近隣地域の電圧調整に特に大きな役割を果たす機能

③潮流調整機能 ：送電線・変圧器など流通設備における過負荷の防止、送電損失の軽減などの目的で、
電力潮流を調整する機能

④系統保安ポンプ機能：系統や台風等の天候状況を勘案して、電源脱落や連系線事故等が発生した場合に大
規模停電を回避するために行う揚水ポンプを行う機能



7（参考）ブラックスタート機能(例:中部電力)

平成30年度 ブラックスタート募集要綱 （平成30年9月3日 中部電力）抜粋

(1)全系統ブラックスタート

・当社電力系統の全停電時において、外部電源より発電された電気を受電することなく対象の発電設備（以下
「契約電源」といい、契約電源の単位は発電所といたします。）の起動を行い、停電解消のための発電を行うことを
いいます。

(2)一部系統ブラックスタート

・当社電力系統のうち系統末端かつ１回線受電地域の停電時において、外部電源より発電された電気を受電する
ことなく契約電源の起動を行い、下記の対象系統の停電解消のため、自らの発電所のみで当該系統に適正な周
波数で需要に応じた電力供給を行うことをいいます。

出所）電気料金審査専門会合（第7回）資料5-4,5-6をもとに図を作成
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_04.pdf

系統受電地域

１回線受電地域

系統からの電力供給が不可となり、
１回線受電地域が停電した場合
⇒１回線受電地域へ送電可能

：対象発電所

：非対象発電所

一部系統ブラックスタート発電所ブラックスタート手順イメージ

http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_04.pdf


8（参考）電圧調整機能(例:中部電力)

平成30年度 調相運転募集要綱 （平成30年9月3日 中部電力）抜粋

調相運転

・当社の電力系統における電圧を一定範囲に維持することを目的に、対象の発電設備（以下「契約電源」といい、契
約電源の単位は発電所といたします。）において、有効電力の供給または吸収を行うことなく（無効電力の供給また
は吸収に必要な有効電力の吸収は除きます。）、無効電力の供給または吸収を行うことをいいます。

基幹系統

G

G

火力発電所

揚水発電所

調相運転により
無効電力を調整し
電圧を維持

出所）電気料金審査専門会合（第7回）資料5-4をもとに図を作成
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_04.pdf

http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_electricity/pdf/007_05_04.pdf
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10現在の調達方法

ブラックスタート機能

 現在、各エリアのブラックスタート機能の公募方法は、下表の3種類に分けられる。

 全ての一般送配電事業者は、当該機能の維持に必要な固定費※1を支払うこととしており、当該機能の使用に伴う
変動費を支払うこととしている。

中部 北海道 東北 東京 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

調達方法
電源Ⅰ・Ⅱの公募とは

分けて公募
電源Ⅰ:優先して約定※2

電源Ⅱ:機能があれば固定費を支払い※１

電源Ⅰ：加点評価
電源Ⅱ：機能があれば固定費を支払い※１

支払い 固定費・変動費

※1：主に、ﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰﾄ機能の維持に必要な補機等の固定費。発電機部分は電源Ⅰもしくは電源Ⅱとして調達している。
※2：全応札者の中からﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰﾄを実施可能なものを選定し、総合評価点が高い上位2名までを電源Ⅰとして優先して落札している。



11現在の調達方法

電圧調整機能・潮流調整機能・系統保安ポンプ機能

 電圧調整機能

 現在、各エリアの電圧調整機能の公募方法は、下表の2種類に分けられる。

 北海道電力と中部電力を含め、全ての一般送配電事業者は、当該機能の使用に伴う変動費を支払うこととし
ている。

 潮流調整機能・系統保安ポンプ機能

 現在、調達に係る規定はなく、電源Ⅰ・Ⅱのうち当該機能を有しているものを使用している。

 全ての一般送配電事業者は、当該機能の使用に伴う変動費を支払うこととしている。

※：公募で調達した電源と電源Ⅰ・Ⅱを使用して電圧調整をしている。

中部 北海道 東北 東京 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

電圧調整

調達
方法

電源Ⅰ・Ⅱの
公募とは

分けて公募※

調達に係る規定なし
(電源Ⅰ・Ⅱのうち当該機能を有しているものを使用している)

支払い 変動費

潮流調整
・

系統保安
ポンプ

調達
方法

調達に係る規定なし
(電源Ⅰ・Ⅱのうち当該機能を有しているものを使用している)

支払い 変動費
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（余白）



14ブラックスタート機能
2024年度以降向けの調達方法

 容量市場が創設される2024年度以降は、ブラックスタート電源を含めた電源のkW価値は容量市場で取引されるこ
ととなるので、ブラックスタート機能は、容量市場でのkW価値の調達対象の時期と合わせて、4年前の同時期に年間
を対象に公募で調達することとしてはどうか。

 ブラックスタート電源の必要量（箇所数等）については、電力レジリエンス等に関する小委員会において見直し是非
の議論が行われる予定となっている。

kW価値
ΔkW価値

ﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰﾄ
機能

公募 公募

1年前 1年前

コスト コスト

調整力公募

電源Ⅰ
ﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰﾄ
機能

容
量
市
場
創
設
後

容量市場

kW価値
ﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰﾄ
機能

市場 公募

4年前 4年前

プライス プライス※2

ΔkW価値

市場

週間・前日

プライス

需給調整
市場

ﾌﾞﾗｯｸｽﾀｰﾄ
機能公募

kWh価値

市場

年間～前日
～GC

プライス

卸電力市場

※1：ブラックスタート機能の公募を容量市場の契約後に行うと、容量市場でkW価値の支払いを受けられなかった電源であってもブラックスタート電源として調達せ
ざるをえなくなり、kW価値を過大に調達する可能性がある。他方、公募時期が早すぎると電源の活用に制約が発生する可能性もあることから同時期とする。

※2：容量市場創設後は競争がより促進され、容量市場・需給調整市場・卸電力市場ではプライスベースの入札となることが想定される。
ブラックスタート電源がどの市場から収入を得るかは発電事業者の判断によるので、ブラックスタート機能の公募でもプライスベースの入札となるのではないか。

取引されるもの

調達形態

調達時期

(参考)入札方
法の考え方

kWh価値

市場

年間～前日
～GC

コスト

卸電力市場

《ブラックスタート電源が参加する市場等》

同時期※1同時

(2023年度まで)
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2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

2024年度向け

（参考）ブラックスタート機能の調達対象の時期

 2020～2022年度は翌年度向けと4年後向けのブラックスタート機能公募を同時期に行うことになる。

2024年度向け

2021年度向け2020年度向け

2020年度
BS機能使用

2025年度向け

2022年度向け

2021年度
BS機能使用

2026年度向け

2023年度向け※2

2022年度
BS機能使用

2027年度向け

2023年度
BS機能使用

2028年度向け

2024年度
BS機能使用

2029年度向け

2025年度
BS機能使用

2019年度
BS機能使用

4年後向けのみを公募翌年度向けと4年後向けを併せて公募

※1：BSとは「ブラックスタート」を指す。
※2：国の審議会において容量市場の初回受渡を2024年度から2023年度に見直すことが議論されている。この検討結果を踏まえてBS機能公募のスケジュールを見直す可能性がある。

2025年度向け

2021年度向け2020年度向け 2023年度向け2022年度向け

2026年度向け 2027年度向け 2028年度向け 2029年度向け容量市場ﾒｲﾝｵｰｸｼｮﾝ

BS※1機能公募
（４年後向け）

（年度）

調整力公募

BS機能公募
（翌年度向け）

BS機能使用

【凡例】
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出所）第1回電力レジリエンス等に関する小委員会（2018.12.18）資料3-2 （赤下線追加）
http://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_01_shiryou.html

（参考）電力レジリエンス等に関する小委員会における検討の方向性

http://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_01_shiryou.html
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（余白）
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19電圧調整機能等の調達方法

 現在、電圧調整・潮流調整・系統保安ポンプ（以降、電圧調整機能等）は電源Ⅰや電源Ⅱで行っており、これらを
行ったことにより発生した変動費を発電事業者と取り決めた単価により支払っている。

 電圧調整については、特定の地点の電源でなければ電圧調整することが困難な状況になる場合もあることが想定され
る。また、その電源の代替としては、調相設備を新設するなど系統側で対応することも考えられるが、数年程度を要す
る。

 今後、このような地点が確認された場合には、ブラックスタート機能の公募と同様のスキームで、電圧調整機能等を公
募をすることとしてはどうか。
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21まとめ

特定地域立地電源の調達方法は以下のように整理してはどうか。

 ブラックスタート機能

 2024年度以降は、容量市場でのkW価値の調達対象の時期と合わせて、4年前の同時期に年間を対象に公
募で調達することとしてはどうか。

 2021～2023年度は、電源Ⅰや電源Ⅱの公募を通じて調達する。

 電圧調整機能・潮流調整機能・系統保安ポンプ機能

 電圧調整等が困難となる地点が確認された場合には、ブラックスタート機能の公募と同様のスキームで、電圧調
整機能等を公募する。


